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＜志願者数＞ 

2018 年度の ICU の一般入試（A 方式）志願者数は、1,451
人（2018 年 1 月 26 日現在）で、昨年度の志願者数 1,571
人から減少した。A方式の志願者数が減った背景には、ICU
の入試制度の多様化と、他大学入試との日程重複という要

因があると考えられる。ICU の入試では、2018 年度から

「ユニヴァーサル・アドミッションズ 4 月入学書類選考」

が新たに追加されており、64 名が出願している。これは従

来は外国の高校出身の 9月入学者を対象に行われていた書

類選考による入試であるが、今年度から 4 月入学でも利用

可能になった上に、日本国内の高校出身の学生なども出願

できるようになった。これにより、従来は一般入試を受験

していたような一部の受験生が、新しい入試制度を選択し

ている可能性がある。さらに、今年度は比較的 ICU との

併願者が多いと思われる上智大学の TEAP 利用型入試と

日程が重複しており、当該入試には延べ 6,543 人(*同時に

複数学科への出願が可能であるため延べ人数。2017 年度

は延べ 4,460 人)が出願している。これは外部英語試験を利

用した、上智大学の学部統一型の入試であるが、昨年度も

2 月 3 日に実施されていた。近年 ICU は 2 月の第一週の土

曜日に入試を実施しているが、昨年度は入試日が 2 月 4 日

であったので、上智大学の TEAP 利用型入試とは日程が重

複していなかった。 

年度 
志願 

者数 

合格 

者数 
倍率 

志願者数 

(対前年比) 

合格者数 

(対前年比) 

2013 1657 565 2.93 102.0% 110.4% 

2014 1576 549 2.87 95.1% 97.2% 

2015 1894 594 3.19 120.2% 108.2% 

2016 1578 562 2.81 83.3% 94.6% 

2017 1571 553 2.84 99.6% 98.4% 

2018 1451 ? ? 92.4% ? 

＜合格最低点＞ 
 ICU が 2015 年度から公表している合格最低点(補正後)
は、概ね 55%前後で推移している。 

 年度 満点(A) 合格最低点(B)* (B/A×100)% 

2015 250 点 140 点 56.0% 

2016 250 点 138.6 点 55.4% 

2017 250 点 139.4 点 55.8% 

*合格最低点は中央値補正による換算後の点数 

＜科目別の傾向と対策＞ 

1. 英語 － リーディングの出題形式が変更 

・英語リーディングの単語数(words)* 

  年度 Text1 Text2 Text3 Part II 合計 

2015 500 630 - 260 1,390 

2016 620 630 - 350 1,600 

2017 690 780 720 440 2,630 

*単語数は問題文(本文)の単語数の合計で、設問や選択肢の単語数は含ま

ない(以下他の教科も同じ) 

・英語リーディングの問題数 

 年度 Text1 Text2 Text3 Part II 合計 

2015 10 問 10 問 - 20 問 40 問 

2016 10 問 10 問 - 20 問 40 問 

2017 8 問 8 問 8 問 12 問 36 問 

 
 2017 年度入試から英語リーディングの出題形式が変更

され、長文読解の Part 1 に Text 3 が追加された。また、

問題数は 40 問から 36 問に変更されている。全体に英文が

長文化しており、合計で 2,600 words を超える英文が出題

された。比較的長い英文が出される事で知られる慶應大学

総合政策学部の 2017 年度の英語長文の単語数が合計で約

2,700 words であったが、同学部の外国語の試験時間が

120分であることを考えると、試験時間が 60分である ICU
の英語リーディングでは、相当な解答スピードが求められ

る。 
 また、長文の内容に関して、読解問題が 3 題になったこ

とで、ATLAS(総合教養)と同様に、3 つの英文がそれぞれ

人文・社会・自然科学に関連した内容から出題されている。

よって、問題を解く際は、解きやすい分野の長文から解い

た方がよいだろう。特に自然科学分野の長文が 1 題出題さ

れると予想されるので、この点を踏まえて、解答の順番を

よく考えて受験したい。その一方で、問題数は全体で 40
問から 36 問に変更されている。よって、長い英文の全て

を精読するというよりは、問題で問われている箇所を重点

的に読むなど、設問を意識しながら英文を読むことが重要

である。 
 空所補充問題である Part II に関しては、設問が 20 問か

ら 12 問に削減されたので、従来の問題よりは文中の空欄

が減り、文意が理解しやすくなった。このパートを素早く

解いて、Part Iの長文読解に時間を確保するようにしたい。 
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・英語リスニングの単語数（words）と放送時間 

年度 

Part I Part II Part III 

合計 
放送 

時間* 
(10 個の

会話文) 

(2 つの長

い会話文) 

(3 つの

講義) 

2015 500 380 1,300 2,180 29 分 30 秒 

2016 700 430 1,400 2,530 28 分 58 秒 

2017 530 430 1,560 2,520 30 分 46 秒 

*放送時間には試験の指示や解答時間が含まれる 

 
 英語リスニングの単語数は全体で 2,500 wordsを超えて

いる。特に、講義の聞き取りのPart IIIが長文化している。

2017 年度の出題では、Part III の 3 つのうち 2 つの講義

は 500 words を超えており、英語リーディングの長文に匹

敵する分量が、英語リスニングで出題されている。例年英

語は入試の最後の時間帯に実施されるので、一度しか放送

されない英語リスニングを含め、最後まで集中して試験に

臨むことが求められている。英語リスニングの放送時間は

試験の指示や解答時間を含めて 30 分程度である。なお、

英語リーディングの解答時間は、上記の英語リスニングの

放送時間の長さとは関係がなく、60 分である。 
 
2. 総合教養（ATLAS） － 読解資料の文字数が増加 
・総合教養の各 Part の論文の文字数と放送時間 
年度 Part II Part III Part IV 合計 放送時間 

2015 3,000 2,500 2,200 7,700 14 分 02 秒 

2016 3,600 3,100 3,300 10,000 15 分 19 秒 

2017 3,600 3,600 3,700 10,900 15 分 28 秒 

 総合教養(ATLAS)は 4 つの Part に分かれており、Part I
では放送講義に直結した問題、Part II から IV はそれぞれ

講義に関連した人文科学、社会科学、自然科学の論文を読

んで答える問題が出題される。試験前に配布される問題冊

子はシールで閉じられており、講義の放送終了までは問題

冊子の内容を見るはできないが、別途メモ用の冊子が配ら

れるのでメモを取ることは可能である。講義は一度しか放

送されないので、問題を解く際に講義の内容を思い出せる

よう、メモを取る必要がある。試験時間は 80 分であるが、

昨年度の場合、講義の放送時間は約 15 分であったので、

実質的な解答時間は約 65 分であった。 
 最近の出題では、Part II 以降で掲載される論文の文字

数が大幅に増加している。2017 年度の問題では、各論文

がいずれも 3,500 文字以上あり、3 つのパートの文字数を

合計すると約 10,900 文字にも達する。2015 年度は 7,700
文字程度であったことを考えると、大幅に文字数が増えて

いる。よって、人文・社会科学に匹敵するほどの分量の論

文を、短時間で読むことが求められていることを念頭にお

いて、時間配分には十分に注意したい。 
 総合教養は出題範囲が人文、社会、自然科学と広範囲に

及ぶので、すべての問題に答えるのは困難である。文系で

あれば人文科学や社会科学、理系であれば自然科学のパー

トを重点的に解くなど、自分の専攻範囲に合わせて、取捨

選択を意識することが重要である。 
 
3A．人文・社会科学 － 10,000 文字以上の出題が定着 
・人文・社会科学の論文の文字数と問題数 

年度 文字数 問題数 

2015 約 12,100 文字 41 問 

2016 約 12,000 文字 40 問 

2017 約 10,200 文字 40 問 

 人文・社会科学の出題では、論文が約 10,000 文字、問

題数 40 問の出題が定着している。論文の内容は大学の概

論(入門)レベルのものが多く、また、他大学の入試ではみ

られない文章量であるので、まずはこの長い学術的論文を

時間内に読みこなすことが重要である。設問も 40 問と多

いため、スピーディに解いていく必要がある。解答に時間

がかかる問題は後回しにして、短時間で解ける問題を優先

的に解くようにしたい。近年の出題では論文の内容の順に

設問が出されることが多いので、論文を読み進めながら順

次設問を解くようにすると効率がよいだろう。 
 
3B．自然科学 － 筆記問題が増加傾向 
 自然科学では他の教科にはない筆記問題が導入されて

いるが、2017 年度では物理で 4 問、化学で 3 問、生物で 5
問の筆記問題が出題され、従来の出題よりも増加傾向にあ

る。数学のみ筆記問題はなかったが、計算結果を答える数

値選択問題が多数あるため、他教科と比較して解答に時間

がかかることが予想される。自然科学では 4 つの教科が一

つの冊子に印刷され、試験時間中この内の 2 教科を選択す

る形式であるため、実際に各教科の問題を見てから解答す

る教科を決めることができる。よって、国立大学併願者な

どで、3 つ以上の自然科学の科目を勉強している場合は、

問題をみてから科目を選択するようにしたい。 
 

*ICU OB の筆者が運営する ICU 入試情報サイト、

「BUCHO.NET」では、ATLAS(総合教養)の出題情報、

ICU 合格体験記を募集しております(ギフトカードを贈呈)。
ICU 入試情報も掲載中です。【BUCHO】

 【http://BUCHO.NET】（「ICU BUCHO」で検索！） 


